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新型コロナウイルスワクチンの大規模接種が 5 月に東

京で始まり，その後全国に展開されています。ワクチン

接種の効果が国内全域で確認でき，一日も早く穏やかな

日々が戻ることを願います。

本号では 4 編の原著，1 編の資料と，会員の声 2 報を

掲載しています。4 編の原著のうち 3 編は高齢者保健に

関わる内容で，1 編は「住民主体の通いの場の継続的支

援に向けた自治体や専門職の住民への働きかけに関する

考察」を，1 編は「介護職の就労継続の意向を高める要

因」をポジティブな側面から論じ，1 編は「食の多様性

チェック表の地域での普及と，その前後の高齢者の食行

動変化および関連要因」を検討しています。他原著 1 編

では，3 歳児健康診査に来訪した保護者を対象に「家庭

の経済状況と子供の食生活習慣との関連」を検討し，資

料 1 編では「町内会における防災活動とリーダーの年齢

や役割認識，遂行指導などとの関連」を提示していま

す。いずれの論文も，示唆に富む内容で読み応えがあり

ます。

これら本号の各論文では，全て2020年 1 月以前に各研

究チームで実施した調査データを解析に用いているた

め，コロナウイルスが国内で本格的に猛威を振るう前の

調査による研究成果と言えます。長引くコロナ禍で，こ

の間，通いの場の活動が制限されていることや，介護職

の負担が重くなっていること，高齢者の買い物の頻度の

低下や，相対的貧困家庭での経済状況が悪化している可

能性，地域での防災活動が縮小している可能性も考えら

れ，この渦中にそれぞれの課題（あるいは状況）が悪化

していることが懸念されます。一方で，このコロナ禍で

各自が課題解決に向けて知恵を絞り，工夫を凝らし，今

までとは違う視点から新たな活動が開始されている可能

性も期待されます。

コロナの収束時期は未だ見通せませんが，このような

苦しい状況下でも，アイデアを駆使し，様々な公衆衛生

活動が途絶えることなく展開されることを願います。地

域での新しい取り組みや，公衆衛生活動から得られた知

見に関する投稿もお待ちしています。 （大塚 礼）


